
■概要

事業者名

◎ サービス名

○

△
※カスタマイズ等により実現可能な場合は費用等を「実装状況・

対応状況について補足情報等を記載する欄」に記載してくださ

×

■機能要件①（施設予約システム） ↓事業者側で入力必須（実績報告時）↓

実装機能回答票（実装状況）

項番 大項目 中項目 小項目 必須機能 その他機能

1 機器環境
利用者及び管理者等の操作機器環境として、指定する機器環

境に対応すること。

利用者側の機器環境

・対応デバイス：PC、スマートフォン

・対応OS：Windows、Android、iOS

・対応ブラウザ：Microsoft Edge、Google Chrome、Safari

管理者側の利用環境

・対応デバイス：PC

・対応OS、バージョン：Windows、ChromeOS

・対応ブラウザ、バージョン：Microsoft Edge、Google

Chrome

※いずれも正規サポート中（セキュリティパッチ等が提供さ

れている期間内）のバージョンが搭載されている機器に対応

○

2
ネットワーク環

境

サービスを提供するネットワーク環境及び通信経路の暗号化

について指定する要件に対応すること。提案する環境が要件

と異なる場合は、その理由やネットワークセキュリティ面で

問題ないことを示すこと。

他自治体で稼働実績のあるクラウドサービス型のシステムで

あること

利用者側環境：インターネット

管理者側環境：インターネット

インターネット上の通信経路においては暗号化を行うこと。

○

3

データ管理環境について指定する要件に対応すること。提案

する環境が要件と異なる場合は、その理由やデータセキュリ

ティ面で問題ないことを示すこと。

サービス提供クラウド環境（データセンター内）は国内で、

「政府情報システムのためのセキュリティ評価制度

（ISMAP）」に登録されていること。

〇

4

データのバックアップに関して指定する要件に対応するこ

と。提案する環境が要件と異なる場合は、その理由やデータ

セキュリティ面で問題ないことを示すこと。

バックアップ環境：指定した場合を除き全て日本国内である

こと。

サイクル（間隔）：日次以上

保有期間：４週間分以上

○

5
サービス利用者の端末故障時や機種変更時のデータ引継ぎが

配慮がされていること。
ー ○

6 個人情報の管理に関する対策を実施していること。 ー ○

7
サービス利用人

数
想定されるサービス利用人数は右記の通りとする。 10,000人以上に対応すること。 ○

8
管理者機能利用

人数

想定されるそれぞれの管理機能の利用人数は右記の通りとす

る。
30人以上に対応すること。 ○

9
デザイン・操作

性

表示画面上の項目配置や色使い等、誰もが利用しやすいユニ

バーサルなデザインであること。また、利用者およびサービ

スを提供する管理者双方にとって、わかりやすい操作性が確

保されていること。

ー ○

10
アクセシビリ

ティ

「JIS X8341-3：2016」等のアクセシビリティに配慮してい

ること。
ー ○

11 多言語対応 指定する言語に対応すること。 少なくとも、英語、中国語に対応すること。 ○

12 データ移行 ー
現行システム（サービス）で保有するデータを、新システム

（サービス）の初期データとして移行（登録）できること。

利用者登録は、新システム側で新たに行うこととする。

旧システムの予約データは職員が一括登録する。
○

13
保有データの提

供

サービス開始後に利用者が入力した情報及び発注者が登録し

た情報のうち、発注者の情報管理権限を有する情報（発注者

が提供を希望する情報）については、契約終了時に全て抽出

し発注者に提供可能とすること。

ー ○

14
保有データの消

去等

サービスを終了若しくはサービス利用契約終了後は、速やか

にシステムから消去し、そのエビデンスの提出や報告を行う

こと。

ー 〇

15
利用規約への同

意

サービスの初回利用時やサービスに重要な変更を行った際に

は、利用者に利用規約の内容を提示し、確認（同意）を取る

ことができること。

利用者登録時に確認を取ること。重要な変更を行った際に

は、お知らせやメール等により通知できること。
○

16
プライバシーポ

リシー
プライバシーポリシーを表示すること。 ー ○

17
利用者アカウン

ト登録・設定
利用者情報や利用者アカウントを登録・設定できること。

個人利用者の場合：メールアドレス、パスワード、氏名、生

年月日、郵便番号、住所、電話番号

団体利用者の場合：メールアドレス、パスワード、団体名、

代表者情報（代表者名、生年月日、郵便番号、住所、電話番

号）

利用者登録が完了した旨をメールで送信できること。

○

18
アカウント情報

の修正
利用者自身がアカウント情報の修正を行えること。 ー ○

19
アカウント情報

の削除
利用者自身がアカウント情報の削除申請を行えること。 ー ○

20 検索 ー
施設の種類、設備、利用目的、施設の地区などの条件で施設

情報や空き状況を検索できること。
施設名でキーワード検索できること ○

21 施設情報の確認

施設を一覧で表示し、施設名、住所、連絡先などの施設情報

を確認できること。また、施設情報はログインせずに確認で

きること。

ー ○

22 空き状況の確認
施設の空き状況を確認できること。また、空き状況はログイ

ンせずに確認できること。

空き状況照会の表示機関は、施設ごと１日、１週間、１ヶ月

分とを選択することができること。

空き状況照会画面で、施設ごと任意の曜日を指定した利用日

の絞り込みができること。

空き状況照会画面で、施設ごとカレンダーから利用日を直接

指定ができること。

空き状況照会画面で、施設ごと「予約」「仮予約」「休館

日」「貸出不可」「空き」等の状態が視覚的に分かりやすく

表示できること。

○

23
予約の申込・取消・変更、抽選申込等が可能であること。予

約の申込等は、ログインした後に可能とすること。

利用者が予約可能な期間の範囲外であっても職員端末からは

事前に予約申込可能なこと。
○

24

施設情報や空き状況確認画面から予約申込機能に遷移できる

こと。

なお、ログインしていない状態の場合は、ログインさせた

後、予約申込機能に遷移すること。

ー ○

25
予約申込の際は、利用施設、利用日時、利用目的、利用人数

などを入力し、申込ができること。

一度の手続きで複数の貸出施設（室場）、複数の利用日時を

予約申込できること。
○

26
複数のエリア・スペースや時間帯、利用日を同時に予約でき

ること。
ー ○

27
利用者情報や、過去の予約情報から転記する等、予約申込を

補助する機能があること。
ー ○
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本業務において、提案するシステムの有する機能の適合状況について回答してください。

※黄色セル部分が回答対象となります。

※対応における「実現」は、提案金額の範囲内で実現するという意味であり、別途費用をかけることで技術的に可能という意味ではありません。

対応可否

実装機能回答票（調達状況）

「本業務において求める条件」「適合要件」に対する対応可否と実装

状況・対応状況、補足事項などを記載。

仕様書機能

要件 詳細要件・補足説明

重要度

↓本業務において求める条件↓

対応可否
実装状況・対応状況について

補足情報等を記載する欄

↓適合要件↓

要求以上の水準で実現可能

要求どおりの水準で実現可能

代替機能、カスタマイズ等により実現可能

対応不可

基本事項

サービス提供環

境

想定利用者数

デザイン・操作

性

サービス終了

時・契約満了時

等の対応

利用規約等

仕様書・要件定義

機能分類体系

データ管理

利用者登録

施設情報・空き

状況確認

予約

予約申込

利用者向け機能



28
備品や設備等の

予約

備品や設備（照明や冷暖房設備など）を併せて予約できるこ

と。
ー ○

29 申込完了前確認 申込完了前に予約内容を確認できること。 ー ○

30 料金表示 予約内容に応じた利用料が計算され表示されること。 ー ○

31 予約状況確認 利用者が予約している内容を表示できること。
施設毎の空き状況や予約状況がわかる予約台帳印刷ができる

こと。
○

32
予約の取消・変

更
予約のキャンセルや変更等が可能であること。 ー ○

33 抽選申込 抽選対象となる施設への抽選申込みができること。 ー ○

34
抽選状況確認/取

消
抽選の申し込み内容の確認や取り消しができること。 ー ○

35
抽選枠申込状況

の確認
抽選枠ごとに抽選申込件数が確認できること。 ー ○

36 抽選結果確認 抽選結果が確認できること。 ー ○

37 当選後予約移行
当選した場合、自動的に予約確定処理を行うか、または予約

確定の操作などが行えること。
ー 〇

38 決済手段 利用料の決済について、オンライン決済が可能であること。

以下の決済方法に対応すること。

・クレジットカード

・PayPay

○

39 一括支払い
同一の利用者・団体等から複数の予約分の利用料をまとめて

収納できること。
ー ○

40 お知らせ機能
利用者画面において、自治体や施設からの各種お知らせを表

示できること。
ー ○

41
様式ダウンロー

ド

施設側で指定した許可書等の帳票をダウンロードできるこ

と。

帳票数は、本事業の対象施設全体で21種類以内とする。

帳票類には、利用者情報の印字ができること。
○

42 操作説明 利用者に操作方法を示すことができること。 ー ○

43 問い合わせ 問い合わせを行うことができること。 ー ○

44
アカウント登

録・設定
管理者アカウントの登録・変更・停止・削除ができること。 ー ○

45 ロール設定 管理アカウントごとのロール設定ができること。 ー ○

46
利用者情報一覧

画面
利用者情報を一覧表示できること。 ー ○

47
管理者システム上で、利用者・利用団体の登録・変更・削除

が可能であること。

利用者の補足情報（過去にトラブルがあった等）を備考欄等

で管理できること。
○

48 利用者の有効期限の設定および更新ができること。 ー 〇

49 利用者のシステム利用を一時的に停止できること。
サービス利用停止日時を管理することができ、設定した日時

に自動的に解除ができること。
〇

50 同一名の団体・利用者の二重登録を防止できること。
業務の前提として、アカウント登録時には管理者が審査（承

認）を行う。その際に職員が二重登録でないことを確認す
○

51 施設についての情報を登録・変更・削除ができること

プログラミング等の専門知識を必要とせず、簡易な画面操作

で変更・削除できること。

施設の基本情報が設定できること。また、稼働後も職員で自

由に設定変更ができること。

○

52
施設情報を変更する際は、変更した情報を適用する日程を事

前に設定できること。
ー ○

53
施設のグループ区分を設定でき、複数の施設をグループごと

に管理できること。

管理対象の施設に対してのみ職員がシステムを操作できるよ

う権限制御ができること。
○

54
施設グループごとに閲覧・更新等の権限設定が可能であるこ

と。
ー ○

55
公開・非公開設

定

施設ごとに、公開区分（非公開、案内情報のみ公開、空き状

況まで公開、予約受付等）の設定ができること。
ー ○

56
備品・設備設

定・管理

施設ごとに備品や冷暖房・照明等の設備の設定ができるこ

と。
ー ○

57 施設の閉館日・休館日等のスケジュールを登録できること。 一括登録が可能なこと。 ○

58
施設ごとに、予約枠数、枠ごとの時間範囲、個別の予約不可

日時等を設定することができること。
ー ○

59
貸出場所の設

定・管理

施設ごとに貸出を行うエリア・スペース等の単位の設定がで

きること。
ー ○

60
利用者別予約制

限の設定

利用者区分や利用者個人毎に貸出利用可能な施設を設定でき

ること。
ー ○

61 予約区分管理

施設ごとに予約方法（ネット予約・窓口予約）や抽選の有無

（有の場合、抽選期間、抽選日、確定期間）等を設定できる

こと。

ー ○

62
申込・申請項目

設定
施設ごとに予約時に入力できる項目が設定できること。 ー ○

63
施設ごとに予約申込・抽選申込可能な期間の設定が可能であ

ること。
ー ○

64
利用者属性（個人／団体や、市内／市外等）による予約・抽

選の可否や予約申込期間を施設ごとに設定できること。
ー ○

65 施設・期間ごとに予約申込件数の制限が可能であること。 ー ○

66
施設ごとに最大・最小利用人数制限、1施設利用者あたりの

予約回数制限が設定ができること。
ー ○

67
連続した日数または時間の利用については上限を設定する等

して制限できること。
ー ○

68
施設ごとに変更及びキャンセル時受付期間を制限できるこ

と。
ー ○

69
施設の予約状況について一覧で確認できること。

また、条件検索なども行えること。

一覧については、任意の項目のみを表示するよう切り替えが

可能であること。

条件検索については、任意の項目を選択できること。

○

70 抽選予約の状況を一覧で確認できること。 ー ○

71 予約検索 施設ごとや利用者ごとに過去の利用状況を検索できること。
氏名、団体名については、あいまい検索や部分検索が可能な

こと。
○

72
予約の登録・変

更・削除
予約情報の登録・変更・削除が可能であること。 予約の一括登録、一括削除に対応していること。 ○

73
抽選申込枠の管

理
抽選申込設定

抽選予約に申込できる利用者属性やコマ数、予約件数などの

制限ができること。

利用者が登録した抽選申込状況（施設名、室場、時間コマ数

等）を一覧照会できること。
○

74 抽選を自動または手動で行い、当落判定できること。 ー ○

75 抽選予約申込者に対し、抽選結果を通知ができること。 ー ○

76
職員による予約の代行登録が行えること。代行入力の際に

は、登録を補助できる機能があること。
ー ○

77
職員が代行登録中に、他の職員またはネット予約ができない

よう、排他制御がかかること。
代替登録用の画面で即座に予約登録が完了すること。 ○

78
施設に設定された予約期間に関係なく管理者権限により予約

が登録できること。
ー ○

79
予約登録時及び予約取消時に受付者名の入力等ができ、後で

誰が受け付けたかの確認ができること。
ー ○

80 仮押さえ
利用者・利用内容等を特定しないで枠を押さえる仮押さえが

可能であること。

仮押さえとは、実際の利用者・利用内容を入力しないで、予

約登録を行うことを指す。仮押さえ後に予約の編集を行い内

容を確定する。

○

81 予約審査
審査を経て予約確定する運用を可能とすること。可能の場

合、審査・承認・承認取消が可能であること。
施設ごとに予約の承認/不承認を設定できること。 〇

82 予約履歴 予約履歴（名称・日時等の情報）の確認が可能であること。 ー ○

83
施設ごとに施設の利用料や備品・設備の利用料が設定できる

こと。
ー ○

84
施設ごとに、曜日別、時間割別等に利用料の設定ができるこ

と。
ー ○

85
施設ごとに、利用者属性や利用目的等による利用料の設定や

加算減算の設定ができること。

基本使用料以外に、利用後の使用料の増減料金の設定ができ

ること。
○

86 延長料金の加算・設定ができること。 ー ○

87
施設ごとに、休日料金や夜間料金など複数の料金を管理でき

ること。
ー ○

88 使用キャンセル料金を施設及び期間毎に設定できること。 予約ごとに料金を手動で編集できること。 ○

89

施設の利用料及び備品・設備等の利用料の計算が自動ででき

ること。あわせて、自動計算で算出された利用料を修正でき

ること。

ー ○

90 施設毎に料金の端数処理の設定が出来ること。 ー ○

予約制限の管理 予約制限の設定

予約

抽選申込

施設管理者向け

機能

代行予約・優先

予約

代行予約・優先

予約

料金計算の設定

料金計算・収納

に関する機能

料金計算

利用者向け機能

その他機能

利用者機能

決済

管理者登録

利用者情報登

録・管理

施設情報管理機

能

施設情報管理
施設グループ登

録・管理機能

予約可能日時の

設定・管理

貸出単位の管理

利用者の管理

予約状況・抽選

状況一覧

抽選処理 抽選当落判定

予約状況確認



91 対応する支払方法を設定できること。
利用者は、現金、クレジット、PayPay等の支払方法を選択

できること。
○

92
クレジットカード払いを行う場合は、EMV 3-Dセキュアに

対応していること。
ー ○

93
予約ごとに収納状況の確認、収納消込を行うことができるこ

と。

利用日単位、入金日単位、利用者単位、支払区分（現金・

キャッシュレス決済等）で金額を管理できること。また、期

間を指定して施設ごと入金額、未納金額を一覧照会できるこ

と。

○

94
利用日を基準とした収納状況を検索し、一覧表示できるこ

と。

利用者別に支払状況（支払済、未納、還付、充当等）を管理

できること。
○

95 予約ごとに納付期限の設定ができること。
施設毎に定められた利用料の支払期日までに支払がない利用

者を管理できること。
○

96 追徴・還付 追徴・還付の管理が可能であること。 ー 〇

97 還付・充当処理

利用料について、何らかの事由により調整を行う必要があっ

た場合に、差額分の追加徴収や、還付、充当など、柔軟に処

理できる機能を有すること。

ー ○

98 減額・免除 施設ごとに利用料の減額または免除が可能であること。 ー ○

99
施設からのお知

らせ登録

施設ごとにお知らせを登録できること。また、表示期間を設

定できること。
ー ○

100 利用者への通知
施設からのお知らせや予約・キャンセル・変更、抽選申込、

抽選結果などの通知を利用者に対して配信可能であること。

利用日が近づいた予約を持つ利用者に対して、利用日が近づ

いた旨の通知を指定した日時に自動で送信できること。

支払期限が近づいた予約を持つ利用者に対して、支払期限が

近づいた旨の通知を指定した日時に自動で送信できること。

○

101
メールの通知設

定機能

利用者に送信する各種通知の件名や文言を職員が設定できる

こと。
ー ○

102
システムに登録されている情報を集計処理を行い、施設ごと

や利用者別などに統計情報を確認できること。
利用件数や稼働率をグラフ等見やすい形で表示できること。 ○

103
システム・サービスの運用状況や利用状況を定期又は任意の

時点で確認できること。
ー ○

104 データ出力機能

システムに登録されている各種情報や各画面機能等で処理し

た結果をCSVファイル形式またはExcel形式でデータ出力で

きること。

ー ○

105
施設ごとに、各種帳票のレイアウトや名称部分等の文言設定

ができること。
ー ○

106
その他、利用者登録情報や利用予定票などの各種帳票の印刷

ができること。
領収書の発行ができること。 ○

■機能要件②（森町で独自に定める要件） ↓事業者側で入力必須（実績報告時）↓

実装機能回答票（実装状況）

項番 大項目 中項目 小項目 必須機能 その他機能

1 スマートロック システム -

スマートロックの導入を予定している施設にはWi-Fi等の通

信環境が整備されていないため、通信環境の整備が不要な方

式で提案すること。

通信環境の整備が必要となる場合は、その導入と運用にかか

る費用を含めた提案とすること。
○

2 スマートロック システム -
施設予約システムに連携したスマートロックを提供できるこ

と。

施設利用者にメール等で暗証番号を通知できること。

施設管理者でスマートロックの開閉を操作できること。
○

3 スマートロック 機器 -

施設予約システムと併せて、スマートロック（機器）を別途

提供できること。

ただし、業務委託料上限額にスマートロック（機器）の購入

費及び施設予約システムとの連携設定費も含めること。

スマートロック12台

システム連携設定　一式
○

4 キャッシュレス決
済

指定納付受注者
業務要件

手数料
立替金の収納金額から決済手数料は差し引かずに町に入金さ

れ、決済定数料については、別途、請求により支払うこと。
ー ○

機能分類体系

↓本業務において求める条件↓ ↓適合要件↓

施設管理者向け

機能

収納管理
料金計算・収納

に関する機能

お知らせ・通知

機能

対応可否
実装状況・対応状況について

補足情報等を記載する欄

仕様書機能

重要度
要件 詳細要件・補足説明

仕様書・要件定義

その他

帳票出力・デー

タ出力
帳票出力

確認

統計機能

支払方法


